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 論  文  名 ： Molecular  Character is t ics  of  Pancreat ic Ductal  Adenocarcinomas with 

High-Grade Pancreat ic  Intraepi thel ia l Neoplasia (PanIN) Are Different  f rom Those 

without High-Grade PanIN 

       

      （ 高異型度の膵上皮内腫瘍性病変を伴う膵癌と伴わない膵癌は分子生

物学的特徴が異なる                           ）  
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論  文  内  容  の  要  旨  

 

 高異型度の膵管内腫瘍性病変 (pancreatic intraepithelial neoplasia: PanIN)を背

景に伴わない膵癌は伴う膵癌に比べ予後不良であると以前に我々は報告した。しかし

ながら高異型度 PanIN を伴う膵癌と伴わない膵癌の分子生物学的特徴の違いはこれま

で検討されていない。この研究の目的は高異型度 PanIN を伴う膵癌と伴わない膵癌の

分子生物学的特徴を明らかにすることである。我々は 100 例の膵癌を次の２群に分類

した。背景に PanIN-2 か PanIN-3 を伴う膵癌 (PanIN-high group, n=60)と PanIN-2、

PanIN-3 のない膵癌  (PanIN-low group, n=40)に分類した。浸潤癌部の p53, p16, SMAD4

発 現 を 免 疫 組 織 化 学 染 色 で 評 価 し た 。 KRAS 遺 伝 子 変 異 も 80 症 例 で 検 討 し た 。

PanIN-high group と比べ PanIN-low group の浸潤癌成分では p53 高発現と SMAD4 発現

欠失の割合が有意に高かった (p=0.048, p=0.019)。p16 発現欠失の割合は２群間で有意

差は認めなかった。 KRAS 遺伝子野生型 (wild type)の割合は PanIN-high group と比べ、

PanIN-low group で高かった (p=0.024)。高異型度 PanIN を伴わない膵癌は高異型度

PanIN を伴う膵癌と比べ分子生物学的特徴が異なることが我々の結果で示された。高異

型度 PanIN を伴わない膵癌は PanIN-carcinoma シークエンスとは異なる発癌経路をと

る可能性がある。  
 
 

  


